
社会福祉法人福島福祉施設協会 福島隣保館保育所

定員 生後５７日～就学前 １２０人

福島市須川町３－３０

℡０２４－５３４－２９６６

未就園児の一時預かり保育実施
【パート就労、病気、リフレッシュなどにご利用
ください】

開所時間 ７：００～１９：００（月～土曜日）
（延長保育を含みます）

休所日 日曜日・祝日・年末年始（12/29～1/3）



福島隣保館保育所はここが魅力！
～西に吾妻連峰の山々 東には福島の玄関口福島駅 近くを流れる清流日本一の荒川

地域に愛され 自然を満喫して こどもたち一人ひとりの思いに寄り添って～

JR福島駅西口から車で約３分。市立岳陽中学校のすぐ西側 ホテルやマンションが立ち並ぶ一角に位置
しています。福島隣保館保育所は昭和８年に福島隣保館として（保育部・授産部・診療部）を創設。長きにわたり福島のこどもたち、
保護者の皆さんと共に歩んできました。「働きながら子育てして毎日の食事の時間を充分に取れない」「野菜が嫌いで」「偏食で」
などの食の悩みを保護者の皆さんからいただきます。そこで働くお父さんやお母さんのため「保育所でできること！食べること
が大好きなこどもたちを育てたい！そうだ食育だ！」という思いで、食育に力を入れています。食育活動を特別なイベントとせず、
日々の保育活動のひとつとして、各年齢に合ったものを無理なく取り入れ食を楽しみながら「生きる力」を育んでいます。

『毎日の保育所での食の時間は、実はこどもにとって栄養補給以上の価値が
ある時間です』 という新聞記事に食の大切さを再確認。 令和４年度に隣保館式食育というテーマで福
島市特色ある幼児教育・保育プロジェクトに選定。令和６年度からは同法人の６つの保育所でも取り組
んでいます。０歳児クラスから豆腐をこねこね、白菜ちぎりなどの給食のお手伝いや、バケツ稲でお米
を育てたり、野菜やキノコの栽培をしたりしています。収穫した野菜でクッキングなど日々野菜や果物
に触れて、「これなんだろう」「白菜おもーい」「においがするね」…たくさんの経験を重ねて、好奇心、想
像力、協同性、豊かな感性を育んでいます。

食育活動の田植え、稲刈りはお米農家のかたにお世話になっています。田植えは広い田んぼではだしです。
鎌を使って収穫体験。冬には雪が積もった田んぼをこどもたちの遊び場として提供していただくこともあります。雪を触って「つ
めたーい」と言っていたこどもたちは田んぼでたくさん遊んで、「あつーい」とジャンバーを脱いで楽しんでいます。また、野菜栽
培は地域のかたがこどもたちのためならと畑を貸してくれます。保育所の発表会は近隣のビルの本格的なホールで開催。保護者
の皆さんはギャラリー席でこどもたちの頑張る姿をみることができ大喜びです。このビルは万が一の避難場所としても開放して
いただいています。地域に守られ、愛されてこどもたちの心と体を育んでいます。

食べることが大好き

価値のある時間

地域と繋がって



働きやすい職場こそがチーム力を育て こどもたちを慈しみ
こどもたちの豊かな感性を育みます！

福島隣保館保育所はここが自慢！

外部研修としてキャリアアップ研修、メンタルヘ
ルス研修、新人研修、広報講習会などの研修を計
画的に受ける事ができるように法人全体で体系を
たて研修の充実に取り組んでいます。

同法人内で０～５歳児の保育について研究する
年齢別研修、役職、職種研修などを実施し、全職員
で共有しています。

有給休暇は休みたいときに取得できる体制を
取っています。

休憩はこどもから離れて取れるよう取り組ん
でいます。

働きやすい職場環境はよりよい保育につながっ
ています。



保護者の皆さんへ！
食が満たされると遊びが広がります。たくさん遊んでたっぷり

寝ることが大切だと思っています。

０歳児クラスのこどもたちから食育活動を取り入れています。
“形、色、におい、嚙んだ時の音、触ってみて”五感をフルに使って
こどもたちは感じています。

トマトは水に浮くの？実験遊びにも発展しています。こどもたち
の発想は大人も驚きます。そんな日々の活動を写真にして掲示し
ていますので、ご家庭でも話題にしていただきお子さんとたくさ
ん話していただけたら嬉しいです。

お子さんの成長を一緒に楽しみ、一緒に育てていきましょう。

こどもたちへ！

お味噌づくりに挑戦しよう！ゆでた大豆をつぶして 麹、塩 どんなお味噌になるかな？

トウモロコシ、お米、ニンジン、なめこ 収穫だぁ！ どんな料理ができるかな

福島の郷土料理 イカニンジンを作ろう！ニンジンを切ってみよう！

お散歩行こう！川原の花がきれいだね ドングリ拾いも楽しいね！

大好きなお友だち、優しい先生とワクワクしてたくさん遊ぼう！


